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絵本『かばくん』（1962 年／昭和 37 年）、および、エッセイ集『動物のぞき』（1994；
初出は 1959 年／昭和 34 年）における動物園の語り方を見ていきたい。 





 日本で最初の動物園は、1882 年（明治 15 年）に博物館付属施設として開園し


























































































































うん おなか いっぱいなんだ」（22）、あるいは、「さよなら／さよなら／また 
くるよ／うん」（25）などの例からもわかるように、会話が成り立つのは、カメ



















ときである：「きた きた きた きた／きた きた きた きた／くつした 





カバを見ているが、その場面では、子どもたちの動きや声が「ぞろ ぞろ ぞろ 
ぞろ／わい わい わい わい」（15）とカバにとっては特定の意味を有するも
のと認識されていないことが示されており、言語によるコミュニケーションは成
り立っていない。そこで突然、語りの視点が一場面だけ子どもたちのものになる






























































少年の発話内で反復が完結する：「たべてくれ かばくん／あおい きゃべつに 














































































































































































































































































































宮によれば、1960 年に上野動物園に到着したコビトカバが 1962 年に同園にてオスの
子を産んでいる（194－195）。すでに 1911 年には、日本初のカバが渡来していた（75）。 
(8) カバの身体および視線の向きについては、図版も提示しつつ詳細な分析をしている加
藤論文を参照されたい（106‐107、114‐117）。 
(9) 特に〝Chapter 4: Narrative”を参照。 
(10) 小宮（18‐19）を参照。また、佐々木によれば、「これを日本語でどう呼ぶべきかに
苦心し、『観魚室』と名付け、『うおのぞき』とふり仮名をつけたのだった」（144）。 
(11) 『珍獣戯話』は、そのあとがきによれば、『毎日新聞』「日曜くらぶ」に昭和 56 年 9
月より 1 年間連載されていたのをまとめたものである（307）。 
(12) 全てを列挙することはできないが、ほんの数例として以下を参照：『ヒトと動物の関
係学第１巻 動物観と表象』（奥野卓司・秋篠宮文仁編著、岩波書店、2009 年）、『現
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